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取組 
人事・給与制度改革 

(2025年に向けて） 

ガバナンス改革 

高度な専門職業人の養成 
地域単位でのTeach for  

         Communities 地域に根ざした国際化と
成果の地域還元 

教育推進・学生支援機構 

グローカル推進機構 

大学本部、学長室 

研究推進・社会連携機構 

情報連携統括本部 

ＩＲ室 

 新教員組織（教育研究院）の立上げ 
 理系修士課程（自然科学技術研究科）の設置・博士課程の改組と
デザイン思考教育・マネジメント教育の導入 

 経営／マネジメント教育部門の立上げ 
 大学機関別認証評価 
 教員養成課程の機能強化（学部定員見直し、推薦入試導入、教職
大学院の充実） 

 社会人の学び直し教育への環境整備（ME養成のための施設整備） 
 医学教育共同利用拠点の機能強化と世界水準の医学教育開発の推
進（フェローシップ立上げと学位（修士）化） 

 医学教育の充実（国際認証、看護学科定員見直し、医療過疎対策） 
 獣医学博士課程の再編（連獣の解消、共同獣医専攻立上げ） 
 全学共通教育における英語教育の充実、数理データサイエンス教
育の強化、農林畜産学教育の充実 

 入試方法の改善 
 教育推進・学生支援機構による教育の質保証システムの向上及び
多様な学生への学修等支援の推進 

 グローバル人材養成プログラムの整備充実 
 （南アジア・ASEANを中心とした地域における海外 
      オフィス・共同実験室の展開）   
 日本人学生と留学生の混在型教育の充実 
 海外協定大学とのJoint Degreeプログラム開始 
 多文化共生型による国際教養コースの設置 
 教員海外研修、事務職員海外実務研修の強化 
 留学生の就学・就職支援（インターンシップ）強化
（東海コンソーシアム化） 

 留学生ネットワークの整備 
 諸団体、他大学とのグローカル事業共同展開 

 生命科学／医薬獣／iCeMS研究拠点（生命の鎖統
合研究センター）の形成 

 地方創生エネルギーシステム研究センターの形成 
 GUコンポジット研究センターの立ち上げ／地域
連携スマート金型技術研究センターの形成 

 流域圏科学研究センターの拠点形成 
 水環境リーダー学位プログラム化 
 研究推進・社会連携機構による支援体制の強化 

取組 
 多様な人材の登用と育成（女性幹部職登
用、技術職員、高度専門職員の育成） 

 年俸制の導入 
 教員評価システムの検証・改善 

 大学全体としてのガバナンスの透明化、浸透 
 研究倫理をはじめとする法令遵守等に基づく
適正な法人運営 

 IR機能の活用による学内資源の再配分と教育
研究組織の見直し 

取組 
教育の基盤としての 
質の高い研究を展開 

- 第3期中の取組 - 

地域社会の 
活性化に貢献 

地域協学センター 

研究推進・社会連携機構 

  
 
 
 

「地域活性化の中核拠点であると同時に、強み・特色を有する分野において
全国的・国際的な教育・研究拠点の形成」を目指します。 大学病院 

取組 
 岐阜県との連携による教育研究の推進と地域貢献（防災・減災セ
ンター事業の推進、岐阜県中央家畜保健衛生所・食品科学研究所
のキャンパス内移転、航空宇宙生産技術開発センターの立上げ） 

 COC事業とCOC+事業の推進（地域志向人材の育成・認証） 
 産官学連携事業による地域産業界への貢献を推進（東海（中部）
コンソーシアム化、産学金官プロジェクト） 

 ダイバーシティ戦略の県内展開 

高度医療拠点としての機能
強化と地域医療への貢献 取組 

 地域連携の基盤に立った拠点機能の強化（バースセ
ンターの県内配置、手術棟の建設、重粒子線治療施
設の導入） 

 臨床研修体制の強化と自治体等との連携による地域
医療人材の育成 

 臨床研究と創薬・新医療技術開発の推進 
 医療情報データの互換性強化 
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広報企画室 

 
  

東海国立大学機構の立ち上げ 
（2020年4月1日） 


	　　　岐阜大学の将来ビジョン

